
東京都千代田区九段北一丁目8番10号

キャピタル損害保険株式会社

取締役社長　坂口　智也

（単位：百万円）

資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計22,048 22,048

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 △254

純資産の部　合計 8,338

貸 倒 引 当 金 △0

その他有価証券評価差額金 △254

繰 延 税 金 資 産 1,293 株 主 資 本 合 計 8,593

前 払 年 金 費 用 80 繰 越 利 益 剰 余 金 741

仮 払 金 90 そ の 他 利 益 剰 余 金 741

預 託 金 94 利 益 準 備 金 51

未 収 収 益 9 利 益 剰 余 金 793

未 収 金 1 資 本 準 備 金 1,600

外 国 再 保 険 貸 26 資 本 剰 余 金 1,600

共 同 保 険 貸 55 （ 純 資 産 の 部 ）

再 保 険 貸 17 資 本 金 6,200

未 収 保 険 料 38

代 理 店 貸 218 負債の部　合計 13,709

そ の 他 資 産 551 価 格 変 動 準 備 金 14

そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 0 特 別 法 上 の 準 備 金 14

ソ フ ト ウ エ ア 103 賞 与 引 当 金 93

無 形 固 定 資 産 103 退 職 給 付 引 当 金 104

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 7 仮 受 金 461

建 物 6 未 払 金 90

有 形 固 定 資 産 13 未 払 法 人 税 等 121

一 般 貸 付 183 外 国 再 保 険 借 96

貸 付 金 183 再 保 険 借 20

社 債 10,901 共 同 保 険 借 17

国 債 3,784 そ の 他 負 債 807

有 価 証 券 14,685 責 任 準 備 金 5,762

預 貯 金 5,137 支 払 備 金 6,926

第31期　決算公告

現 金 及 び 預 貯 金 5,137 保 険 契 約 準 備 金 12,689

令和6年度　（令和7年3月31日現在）　貸借対照表

科　　　　　　　　　　目 金　　　　　額 科　　　　　　　　　　目 金　　　　　額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）



[貸借対照表の注記]

1. 有価証券の評価基準および評価方法は次のとおりであります。

(1) 満期保有目的の債券の評価は償却原価法（定額法）により行っております。

(2) その他有価証券のうち時価のあるものの評価は期末日の市場価格等に基づく時価法により行って

おります。

  なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また、売却原価の算定は移動平均法により行って

  おります。

(3) その他有価証券のうち時価を把握することが極めて困難と認められるものの評価は移動平均法に基

 　 づく原価法により行っております。

2. 有形固定資産の減価償却は定額法により行っております。

3. 無形固定資産の減価償却は、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間(5年)に基づ

く定額法により行っております。

4. 外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算は外貨建取引等会計処理基準に準拠しております。

5. 今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額から担保の

　 処分可能見込額および保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力

　 を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。

　 上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等に基づき貸倒実績率を算出し、それを

　 基礎として求めた予想損失率を債権額に乗じることにより、今後の一定期間における損失見込額を算出し、

　 当該損失見込額を引き当てております。

　 また、全ての債権について、資産の自己査定基準に基づき各所管部署が資産査定を実施し、当該部署から

独立した内部監査部門が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。

6. 退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務および年金資産の

見込額に基づき計上しております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により費用

処理しております。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により

翌期から費用処理しております。

7. 賞与引当金は、従業員賞与に充てるため、当期末における支給見込額を基準に計上しております。

8. 価格変動準備金は、株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第115条の規定に基づき計上

しております。

9. 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般管理費等の費用

は税込方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等は仮払金に計上し、5年間で均等償却を行っております。

10. 保険料、支払備金および責任準備金等の保険契約に関する会計処理については、保険業法等の法令等の

定めによっております。

特に、初年度収支残を含む責任準備金は平成10年大蔵省告示第232号に基づき計算しております。

11. 有形固定資産の減価償却累計額は83百万円であります。



12. 債権のうち破産更生債権およびこれらに準ずる債権、危険債権、3カ月以上延滞債権ならびに貸付条件緩和債権

の額ならびにこれらの合計額は以下のとおりであります。

(1)　破産更生債権およびこれらに準ずる債権額はありません。

　　　なお、破産更生債権およびこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始または再生手続開始の

　　　申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれらに準ずる債権であります。

(2)　危険債権額はありません。

　　　なお、危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、

　　　契約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権で、破産更生債権および

　　　これらに準ずる債権に該当しない債権であります。

(3)　3カ月以上延滞債権額はありません。

　　　なお、3カ月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が約定支払日の翌日から3カ月以上延滞している

　　　貸付金で破産更生債権およびこれらに準ずる債権ならびに危険債権に該当しないものであります。

(4)　貸付条件緩和債権額はありません。

　　　なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の

　　　支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金で、破産更生

債権およびこれらに準ずる債権、危険債権、3カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

(5)　破産更生債権およびこれらに準ずる債権額、危険債権額、3カ月以上延滞債権額ならびに貸付条件緩和

債権額の合計額はありません。

13. 退職給付に関する事項は次のとおりであります。

(1) 退職給付債務およびその内訳

退職給付債務 百万円

年金資産 百万円

未積立退職給付債務 百万円

未認識数理計算上の差異 百万円

未認識過去勤務費用 百万円

貸借対照表計上額の純額 百万円

前払年金費用 百万円

退職給付引当金 百万円

(2) 退職給付債務等の計算基礎

退職給付見込額の期間配分方法 給付算定式基準

割引率 退職一時金 1.30％

企業年金基金 1.94％

長期期待運用収益率 2.0％

過去勤務費用の処理年数 4.7年

数理計算上の差異の処理年数 10.3年～19.7年

△104

53

△77

0

△24

80

△612

666



14. 支払備金は以下のとおり計上しております。

（１）当年度の計算書類に計上した金額

　　 支払備金　6,926百万円

（２）会計上の見積りの内容について財務諸表利用者の理解に資するその他の情報

 ①算出方法

 ②翌年度の計算書類に与える影響

15. 支払備金の内訳は次のとおりであります。

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） 百万円

上記に係る出再支払備金

差引 （イ）

地震保険に係る支払備金 （ロ）

計 （イ）＋（ロ）

16. 責任準備金の内訳は次のとおりであります。

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 百万円

上記に係る出再責任準備金

差引 （イ）

その他責任準備金 （ロ）

計 （イ）＋（ロ）

17. 繰延税金資産の総額は1,315百万円、繰延税金負債の総額は22百万円であります。

また、評価性引当額として繰延税金資産から控除した額は0百万円であります。

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳は、責任準備金986百万円、支払備金142百万円であります。

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が令和7年3月31日に成立したことに伴い、令和8年

4月1日以後開始する事業年度より、「防衛特別法人税」の課税が行われることとなりました。これに伴い、令和8年

4月1日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金資産及び繰延税金負債につい

ては、法定実効税率が28.00％から28.93％に変更となります。この税率変更により、当事業年度の繰延税金資産

（繰延税金負債の金額を控除した金額）は35百万円増加し、当期純利益は32百万円増加しています。

18. 関係会社との金銭債権は235百万円、金銭債務は21百万円であります。

19. 1株当たりの純資産額は53,452円50銭であります。

20. 金額は、記載単位未満を切捨てて表示しております。

3,259 百万円

5,762 百万円

6,926 百万円

3,365

862 百万円

2,503 百万円

31 百万円

6,926 百万円

- 百万円

保険業法第117条、同施行規則第72条および第73条の規定ならびに平成10年大蔵省告示第234号
（以下「法令等」という。）に基づき、保険契約に基づき支払義務が発生した、または発生したと認めら
れる保険金等のうち、まだ支払っていない金額を見積り、支払備金として積み立てております。

法令等に基づき、普通支払備金については、支払事由の発生の報告があった保険契約について、
支払事由の報告内容、保険契約の内容および損害調査内容等に基づき個別に支払見込額を見積
もっており、また、既発生未報告損害支払備金（以下「IBNR備金」という。）については、まだ支払事
由の発生の報告を受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に発生したと認められるもの
について、保険種類等の計算単位ごとに、主として統計的手法を用いて見積もっております。

法令等の改正、裁判の判例の動向、インフレおよび雇用情勢などの変動要因より、保険金等の支払
額や支払備金の計上額が当初の見積りから変動する可能性があります。なお、IBNR備金は、過去の
実績等を勘案し、適正な保険数理に基づき積み立てておりますが、支払事由の発生について未報
告であること等に起因する不確実性を有しております。

6,958



（金融商品関係）

1. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

期間としております。

(2) 金融商品の内容およびそのリスク

により、価値が大幅に減少する、あるいは利息や元本の回収が不能になるなど、信用リスクに晒されております。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

状況を報告しております。

①資産運用リスク（市場関連リスク・信用リスク）の管理

早期に資産の劣化を検出して健全性の確保に努めるとともに、適正に資産の自己査定を行っております。

②流動性リスクの管理

それに対応できる流動性資産が十分に確保されているかを把握しております。

2. 金融商品の時価等に関する事項

なお、預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。
（単位：百万円）

満期保有目的の債券

その他有価証券

(2)貸付金

（注1）金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

（単位：百万円）

満期保有目的の債券
国債

その他有価証券

国債

社債

貸付金 （＊）

（＊）貸付金のうち、期限の定めのないものについては、「1年以内」に含めて開示しております。

（注2）有価証券の保有目的ごとの区分における時価等

1）満期保有目的の債券 （単位：百万円）

当期（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

-

時価が貸借対照表計上額を超えるもの

時価が貸借対照表計上額を超えないもの

公社債

時価種類

- - 2,000

有価証券

資産計 14,869 14,829 △39

1,913 1,874 △39

-

△391,913

---

合　　　計 1,874

△39公社債 1,874 1,913

2,300 8,800 - -

差額貸借対照表計上額

-

合　　　計 2,482 8,801 4,000 -

182 1

183 183

-

- - 2,000 -

10年超1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内

当社は保険会社の運用資金の性格をふまえ、安全性、流動性、収益性を総合的に検討しながらリスク管理に

十分留意し、債券、預金等による資産運用を行っております。また、負債特性に留意し、流動性に配慮した投資

当社は、債券等の固定金利資産を保有していることから、金利が上昇した場合には資産価値が減少するなど、市

場関連リスクに晒されております。また、当社が保有している有価証券などは、発行体等の信用力の低下や破綻

当社では、当社が抱えるリスクの状況を的確に把握し、不測の損失を回避し、適切にリスクをコントロールすること

で財務の健全性を確保するとともに、リスクと収益を適切に管理し、リスクが発現した場合には的確な対応をとる態

勢を構築するために、「ERM基本方針」を定め、「ERM・コンプライアンス委員会」を設置しております。また、

管理対象リスクごとに管理主管部署を定め、主管部署が「ERM基本方針」、「資産運用リスク管理規程」および

当社では、運用資産を国債、社債等を中心に構成し、投資案件の信用格付、時価等の情報収集に努め、

当社では、日々の資金繰り管理のほかに、巨大災害発生時の保険金支払いなどの資金流出額を予想し、

令和7年3月31日における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。

貸借対照表計上額 時価 差額

「流動性リスク管理規程」に従い、適切にリスク管理を行い、定期的にERM・コンプライアンス委員会にリスク管理

12,771 12,771 -

(1)有価証券 14,685 14,646 △39



2）その他有価証券 （単位：百万円）

　

3.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の 3 つのレベルに分類
しております。
　レベル1の時価：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
　レベル2の時価：レベル 1 のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
　レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルの
うち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（１） 時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産
（単位：百万円）

その他有価証券
(2)貸付金

（２） 時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産
（単位：百万円）

満期保有目的の債券

（注）時価の算定に用いた評価技法およびインプットの説明
1)有価証券

活発な市場における無調整の相場価格を使用できるものはレベル１の時価に分類しております。
公表された相場価格を使用していたとしても市場が活発でない場合にはレベル２の時価に分類しております。

2)貸付金
貸付金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していると考えられるため、貸付先の信用状況が
実行後大きく変わっていない限り、当該帳簿価額を時価とし、レベル３の時価に分類しております。

　　　合　　　計　　　 12,771 13,129 △358

貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの 公社債 12,771 13,129

- -

△358

-

種類 貸借対照表計上額 取得原価 差額

公社債

資産計 5,941 6,830 183

5,941 6,830 -

レベル2

時価

(1)有価証券

レベル1

レベル1 レベル2 レベル3 合計

レベル3 合計

12,771
183

12,955
- -

(1)有価証券

183

時価

資産計 1,874 - - 1,874
1,874 - - 1,874



（単位：百万円）

経　　　常　　　収　　　益

経　　　常　　　費　　　用

経　　　常　　　利　　　益

特　　　別　　　利　　　益

特　　　別　　　損　　　失

当 期 純 利 益 630

法 人 税 等 調 整 額 △4

法 人 税 等 合 計 207

税 引 前 当 期 純 利 益 837

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

法 人 税 及 び 住 民 税 211

0固 定 資 産 処 分 損

2

839

-

2

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 0

貸 倒 損 失 0

そ の 他 の 経 常 費 用 0

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費 1,349

そ の 他 経 常 費 用 0

そ の 他 保 険 引 受 費 用 0

資 産 運 用 費 用 -

為 替 差 損 2

正 味 支 払 保 険 金 2,509

損 害 調 査 費 174

諸 手 数 料 及 び 集 金 費 1,797

そ の 他 の 経 常 収 益 23

5,834

保 険 引 受 費 用 4,485

そ の 他 経 常 収 益 23

保 険 引 受 収 益

資 産 運 用 収 益 39

6,611

令和6年度 損益計算書

科　　　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　額

6,674

正 味 収 入 保 険 料 6,448

支 払 備 金 戻 入 額 45

責 任 準 備 金 戻 入 額 117

利 息 及 び 配 当 金 収 入 39

令和6年4月  1日から

令和7年3月31日まで



[損益計算書の注記]

1. 関係会社との取引による収益総額は600百万円、費用総額は585百万円であります。

2. ①正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。

収入保険料

支払再保険料

差引

　 ②正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。

支払保険金

回収再保険金

差引

　 ③諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。

支払諸手数料及び集金費

出再保険手数料

差引

　 ④支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く）

同上にかかる出再支払備金 3

差引 （イ）

地震保険にかかる支払備金繰入額 （ロ）

計 （イ）＋（ロ）

　 ⑤責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。

普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前）

同上にかかる出再責任準備金

差引 （イ）

その他責任準備金繰入額 （ロ）

計 （イ）＋（ロ）

⑥利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。

預貯金利息

有価証券利息

貸付金利息

計

3. 当期における法定実効税率は28.00%であります。

4.

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

5. 退職給付に関する事項は次のとおりであります。

退職給付費用およびその内訳

勤務費用 37 百万円

利息費用 7 百万円

期待運用収益 △12 百万円

数理計算上の差異の費用処理額 4 百万円

過去勤務費用の費用処理額 △0 百万円

退職給付費用 37 百万円

百万円

△340 百万円

百万円

百万円

-

223 百万円

△117

82 百万円

1,797 百万円

百万円

百万円

91 百万円

2,509 百万円

1,880 百万円

△42

334

3 百万円

百万円

39 百万円

35

百万円

△45 百万円

百万円

△45 百万円

百万円

6,448 百万円

2,600 百万円

6,783 百万円

1株当たりの当期純利益は4,039円84銭であります。なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、

0

△396

△56



6. 関連当事者との取引については該当事項はありません。

7. 金額は、記載単位未満を切捨てて表示しております。



（ご参考）

当社のソルベンシー・マージン比率について
(単位：百万円)

(A) ソルベンシー・マージン総額 11,254

資本金又は基金等 8,187

価格変動準備金 14

危険準備金 0

異常危険準備金 3,259

一般貸倒引当金 0

その他有価証券評価差額金・繰延ヘッジ損益(税効果控除前) △ 358

土地の含み損益 -

払戻積立金超過額 -

負債性資本調達手段等 -

払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のうち、マージンに算入されない額 -

控除項目 -

その他 150

(B) リスクの合計額 1,084

√（Ｒ1+Ｒ2）2+（Ｒ3+Ｒ4）2+Ｒ5＋Ｒ6

一般保険リスク (R1) 818

第三分野保険の保険リスク (R2) -

予定利率リスク (R3) 0

資産運用リスク (R4) 390

経営管理リスク (R5) 27

巨大災害リスク (R6) 150

(C) ソルベンシー・マージン比率

［（A）／｛（B）×1／2｝］×100

（注）

ております。

＜ソルベンシー・マージン比率＞

・

能力を保持しておく必要があります。

・

ベンシー・マージン比率｣（表の（C））です。

・ ｢通常の予測を超える危険｣とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

① 保険引受上の危険（｢一般保険リスク」…表のR1、「第三分野保険の保険リスク」…表のR2）

保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る危険を除く。）

② 予定利率上の危険（｢予定利率リスク」…表のR3）

実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険

③ 資産運用上の危険（｢資産運用リスク」…表のR4）

保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等

④ 経営管理上の危険（｢経営管理リスク」…表のR5）

業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③および下記⑤以外のもの

⑤ 巨大災害に係る危険（｢巨大災害リスク」…表のR6）

通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険

・

定額等を除く）、諸準備金(価格変動準備金・異常危険準備金等)、土地の含み益の一部等の総額であります。

・

ひとつですが、その数値が200%以上であれば｢保険金等の支払能力の充実の状況が適当である｣とされています。

令和6年度
（令和7年3月31日現在）

支払余力｣（すなわちソルベンシー・マージン総額：表の（A））の割合を示す指標として、保険業法等に基づき計算されたものが、｢ソル

｢損害保険会社が有している資本金・準備金等の支払余力｣（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資産（社外流出予

ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に、保険会社の経営の健全性を判断するための客観的な指標の

上記の金額および数値は、保険業法施行規則第86条および第87条ならびに平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出し

損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てていますが、巨

大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合でも、十分な支払

こうした｢通常の予測を超える危険｣を示す｢リスクの合計額｣（表の（B））に対する｢損害保険会社が保有している資本金・準備金等の

2,075.9%


